

















































































































































































































パソコンは l家に 1台という時代が近づきつつあると思う o 将来には、どの家庭でも電子メール
のやりとりが見られると思う。ひょっとすると郵便配達する光景が見られなくなるかもしれない。情
報処理 1の講義中にビデオで見たがコンビュータウイルスの問題がある o あのビデオに出ていた佐
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野史郎さんもこわかったけど、コンピュータウイルスも恐ろしいものである o 悪質なコンビュータ
ウイルスになると情報を消してしまうし、病院などの機関に感染してしまったらと思うとぞ、っとす
る。ネットワークが広がるにつれ、この問題はもっと深刻なものになるだろうし、他人に見られた
くない情報まで侵入して見ょうとする人もでてくるだろう o こういう問題をどう減らして解決する
かが今後の課題だと思う。 (Y
実際にこの講義でコンピユ一夕に触れ、電子メール、電子ニュース、ファイル転送等を体験して、
友人との聞でメールのやりとりなどをした。講義の度にコンピュータの多様性に驚かされ、そして
ニュースやメールが関係するネットワークに興味をもった。一台のコンピュータに数台つなぎ、そ
のうちの一台にまた数台つないで…というピラミッド型になっているネットワークの広さに驚かさ
れる。しかも、メールは即座に相手に送ることが可能である。競争社会の現代ではこの幅広いネッ
トワークは不可欠のものとなっているのではないだろうか?
但し、コンピュータウイルスの発現によって考え直さされたのだが。実は私が一番興味深く思って
いたのは、前期の情報処理lの講義で、ほんの少しだけ VTRでみた、コンピュータウイルスの部分で
ある。初めてコンビュータウイルスの名前を耳じしたのは、確か中学生の頃だった。私は、あるコン
ピュータプログラマーが、風邪か何かの病気をしている状態でコンピュータを操作して、その後、風邪
の菌が付いたコンピュータを他人が使って、その病気が伝染したのだろうと思っていた。今考えてみ
ると本当にパカ丸だしである。したがって f13日の金曜日」の意味も訳が分からなかった。当時あれ
ほどニュースや新聞で取り上げられていたにもかかわらず、コンピュータウイルスが何たるかを知っ
たのは、恥ずかしながら、大学生になっての前期の情報処理の講義でVTRをみた瞬間だった。 (T.M)
前からコンピュータネットワークという言葉はよく耳にしていた。自分もやってみたいとは思っ
てはいたが、まさか本当にやる機会が巡ってくるとは思いもしなかった。
最初、どんなに難しいことをやるのだろうか、自分にも出来るのだろつかなど不安だらけだった
のが思いだされる o ところが、今、実際にこの講義に出てみてからの感想は、電子ニュースぐらい
ならひとりでも読めるし、 Lo七回日-3をつかい高校の時にもらっていた成績表を偽造すること
もできる(今夏なんの意味も無し)とにかく今まで思いもしなかったことが当たり前のように出来るようになっ
ている自分に感激している o ところが、人間というのは欲張りなもので、ここまで出来るようにな
ると、もっともっと知りたいという感情がわいてくる。特に、今日 (1月25日)の講義で先生が見
せてくれたホワイトハウスからの電子メールや気象衛星ヒマワリからの映像をみてからはなおさら
である o
この講義に参加してネットワークに直接触れることができた。ネットワークは世界的に展開して
おり、半年間しか情報処理2を受講しなかった僕らでさえその一部分ではあるが見ることが可能で
ある o しかも図書館にある端末機からでさえ。このように世の中に溢れている情報は身近なところ
で誰でも見れる可能性がある o ただ、みんなはその事を知らないだけである。これはその人にとっ
てこれからの世の中では不利益をもたらすであろうと思う。ただ、このネットワークはこのように
誰でも利用出来るものであるo 考えようによっては、だれでも操作ができ、まったくのデタラメな
情報をあたかも本当の嘘偽りも有りませんと言わんばかりに流すことも可能になっている。これは
大変な問題である。このようなことがある限り私達はその情報がどれだけ正しいかを判断して取り
扱わねばならない、ということを改めて感じさせてくれた。 (S.K)
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